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凍結路面を想定した運転
～ 冬道は、焦らず、急がず、出し過ぎず ～

○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう
○ 乾燥路面でも、『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、車間距離を確保しましょう
○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

夕暮れ・夜間 歩行者、自転車の事故防止
○ スピードダウンと安全確認を徹底しましょう。
○ 早めのライト点灯とハイビームの活用を励行しましょう。
○ 横断歩道以外の場所でも、歩行者が横断することを意識しましょう。

「自転車」と「歩行者」を見かけたら･･･「かもしれない」運転を

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

労災事故防止 ◆トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

構内も停止するまで、運転中

午前８時 信号機や一時停止の標識のない十字路交差点
乗用車と衝突、バイクの男性死亡

◇信号のない交差点 相手は止まらないかもしれません・・・徐行しましょう◇
２０１８／１１／１５（木） ２２：５５

１５日午前７時４０分ごろ、埼玉県の信号機や一時停止の標識のない十字路交差点で、乗用車と大型バイクが衝突
した。バイクを運転していた会社員の男性（４７）が全身を強く打ち死亡、警察は乗用車を運転していた男性（２９
）を自動車運転処罰法違反（過失運転傷害）の疑いで現行犯逮捕した。

午後９時 横断歩道、信号のない場所
横断中の男性、軽乗用車にはねられ重体

◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇
２０１８／１１／１６（金） ０：３２

１５日午後９時前、鹿児島県で道路を横断していた男性が軽乗用車にはねられ、意識不明の重体となっていま
す。現場には、横断歩道や信号はなかった。警察は、軽乗用車を運転していた６９歳の女性から当時の状況を聞く
などして、事故の原因を調べています。

午前２時 道路の中央線付近で、靴を履かずに立っている男性
タクシーにはねられ９１歳男性死亡 ７３歳の運転手を逮捕

◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇
２０１８／１１／１３（火） １２：２８

１３日午前２時ごろ、千葉県の県道で近くに住む男性（９１）がタクシーにはねられ頭を強く打ち、現場で死亡
が確認された。警察は、自動車運転処罰法違反（過失運転致傷）の疑いで、タクシー運転手の男性容疑者（７３）
を現行犯逮捕した。容疑者は調べに対し、「気がついたら（男性が）目の前にいた」と容疑を認めているという
。タクシーのドライブレコーダーには、道路の中央線付近で靴を履かずに立っている男性の姿が写っていたう。

信号交差点 右折の原付バイク、直進車と衝突…死亡
◇交差点、右折時は・・・直進車はもちろん、右からの横断歩行者・自転車にも注意しましょう◇

◇交差点 直進時は・・・右折車が「来るかもしれない」・・・注意しましょう◇
２０１８年１１月１７日 １０時３７分

１６日午後６時半頃、茨城県の信号のある国道交差点で、右折しようとした高校２年の女子生徒（１６）の原付
きバイクが、対向車線を直進してきた乗用車と衝突した。女子生徒は頭を強く打って死亡した。警察は、乗用車
を運転していた会社員（３０）を自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致傷）の疑いで現行犯逮捕し、過失運
転致死容疑で調べている。


